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01まず身を守る！
◦地震発生時にとるべき行動は「身の安 

全を確保する」こと
◦安全な場所で頭や体を守り、揺れがお 

さまるのを待ちましょう

02 火の元の確認は落ち着いて
◦火を使っていた場合は、揺れがおさ

まってから確認しましょう
◦揺れの中で火を消す行動は負傷する恐 

れがあり危険です

03 室内のけがに注意
◦家具や家電などが転倒落下しているこ 

とがあります
◦ガラスの破片などにも注意が必要です

04 あわてて外に飛び出さない
◦窓ガラスや屋根瓦、看板などが落下し 

てくる場合があります

05正しい情報収集
◦被害の状況や避難所についてなど、正し 

い情報を得て落ち着いて行動しましょう

車を運転しているとき
急ブレーキをかけない。ゆっくり
と左側もしくは広場に停車しエ
ンジンを切る。車を
離れるときはドアは
ロックせずキーは車
内に置いたまま。

商業施設にいるとき
買い物かごなどで頭を保護し、
窓ガラスや商品棚から離れ、壁
際などに身を寄せる。
慌てて出口に走り出
さない。

電車やバスにいるとき
カバンなどで頭を保護し、手す
りやつり革をつかむ。
必ず運転士など係員
の指示に従って行動
する。

屋外にいるとき
ビルなどの壁や看板、割れたガラ
スの落下に気を付け、カバンなど
で頭を保護しながら、
空き地や頑丈な建物
など安全な場所へ避
難する。

エレベーターにいるとき
全てのボタンを押し、停止した
階で降りる。閉じ込め
られた場合は、非常ボ
タンやインターホンで
連絡して救助を待つ。

崖の近くにいるとき
山のすぐそばや急傾斜地では落
石・ 崖 崩 れ・ 地 す べ
りなどの危険性があ
る場所からできるだ
け離れる。

その時どうする？

外出中に　　　  が起きたら？地震

　能登半島地震をはじめとする大きな地震が頻発しているなか、８月８日には宮崎県日向灘を震源とす
る地震が発生し、国から南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）が発表されました。こうしたことから、
市民の皆さんに備えの再確認を呼びかけています。
　そのほか、集中豪雨や台風による風水害など、“いつ起こるかわからない” 災害から被害を最小限にとど
めるためには、一人一人による日頃からの備えや地域での防災訓練による、「自助・共助・公助」の３つの
連携が大切です。

問防災企画課…☎０５５（２３７）５３３１／地域防災課…☎０５５（２３７）５３５７

地 域 防 災 力の

自助「自分の身は自分で守る」

地震発生！地震発生！

め 高  よ う 
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　本訓練は、南海トラフを震源として甲府市内で震度６強を観測し、建物の倒壊
や建物火災が多数発生したと想定して行います。
　９月 15 日㈰には、池田小学校で、実働訓練や防災体験の主会場訓練を行います。
ご家族やご近隣の皆さんと一緒に防災を学びましょう。また、11 月 10 日㈰には、
各地区独自の訓練が実施されますので積極的に参加しましょう。

９月15日㈰　午前７時 55 分～ 11 時

11月９日㈯　午後４時 30 分～翌日午前６時 30 分 11月10日㈰　時間は各地区の計画によって異なります。

防災関係機関の連携訓練 / 市民による防災訓練および体験

避難所運営訓練（宿泊訓練） 地区会場訓練

会場 池田小学校校庭
※小雨決行。一般参加者の駐車場あり

内容 ・消防防災ヘリ「あかふじ」による上空偵察訓練
・ドローンを活用した被災情報の収集訓練
・自衛隊や消防などによる緊急対応訓練や救助訓練　など

会場 池田小学校体育館 会場 市内各地区の指定避難所および避難地

内容 ・能登半島地震の経験から得られた避難所運営訓練
・女性の視点に立った防災研修会

内容 午前７時 55 分に防災行政用無線の緊急地震速報
によるシェイクアウト訓練を実施後、各地区が自
主的に作成した訓練実施計画に基づき、避難訓練、
初期消火訓練、避難所運営訓練などを実施します。

内容　防災講座、消火栓器具取扱い など
日時　10 月１・８・15 日㈫午後７～９時
　　　（15 日は９時 10 分まで）
定員　60 人（市内在住の方）

◎防災リーダー指導育成研修会

会場　本庁舎４階大会議室
申込期限     【Ａ講習】９月 20 日㈮   【Ｂ講習】10 月 15 日㈫
申込　電話またはＦＡＸで

Ａ講習（全３回）

Ａ・Ｂ講習共通

内容　救命講習、避難所運営訓練 など
日時　10 月 23・30 日㈬午後７～９時
　　　（30日は９時 10 分まで）
定員　40 人（市内在住の方）

Ｂ講習（全２回）

◎女性のための防災研修会

Ｂ講習（全２回）
内容　救命講習、避難所運営訓練 など
日時　10 月 22・29 日㈫午後７～９時
　　　（29日は９時 10 分まで）
会場　本庁舎４階大会議室
定員　40 人（市内在住の女性の方）
申込　10 月 15 日㈫までに電話またはＦＡＸで

繰り返しの訓練が大切です！繰り返しの訓練が大切です！

■第61回甲府市総合防災防災訓練 問地域防災課…☎０５５（２３７）５３５７

■■防災防災リーダー研修会 申問防災企画課…☎０５５（２３７）５３３１
FAX   ０５５（２３７）９９１１

共助「地域での助け合い」

　市では、各地区の指定避難所で「水害避難の地区研修会」を開催しています。水害時と
地震時の避難行動の違い、避難所の開設・運営の流れなどについての研修の他、能登半島
における被災地支援にあたった職員による現地での体験を活かした研修を行っています。
お住まいの地区で開催の際には、積極的に参加し理解を深めましょう。

■水害避難の地区研修会 問地域防災課…☎０５５（２３７）５３５７

●防災リーダーとして登録するには、Ａ講習の３回、Ｂ講習の
　２回を受講する必要があります
●防災士、消防職員（退職者も可）、消防団員（班長以上で退団者 
　含む）は、一部科目が免除となり、下記の講習のみを受講
　防災士 ➡Ａ講習 10 月１日「防災リーダーの役割について」
　消防職員、消防団員➡Ｂ講習 10 月 22・23 日「避難所の運営に
　　　　　　　　　　　 ついて」、10 月 29・30 日「救命講習」
●当日は、活動しやすい服装でご参加ください
●ＦＡＸによる申込は、希望講習、自治会名、  住所、氏名、電話
　番号を明記してください



VOICE
石川県珠洲市に市職員を派遣！ 　市は能登半島地震の被災地支援のため職員を派遣しました。

派遣された職員に被災地の状況などについて話を聞きました。
　珠洲市健民体育館で、被災者支援のために全国各地から送られてくる救援物資の管理業務に
携わりました。被災地は、道路のひび割れや家屋の倒壊など被害が広範囲にわたり、水道や 
トイレも使用できない状況であったため、日頃からの災害への備えの大切さをあらためて感じ
ています。市民の皆さんにも備えの重要性などについて、防災訓練や防災研修会でお伝えして
いますので、ぜひ積極的に参加してください。

防災企画課　保坂　輝さん防災企画課　保坂　輝さん

防災動画

洪水
ハザードマップ

わが家の
防災マニュアル

防災アプリ 防災ポータル

防災無線 防災防犯メールマガジン

テレビ（データ放送）

『情報収集』『情報収集』の方法を知っておこう！の方法を知っておこう！

災害時は、「公助」はもとより
「自助」による備えや互いに助け合う「共助」も大変重要になります。

【市民の役割】

【行政の役割】

【地域の役割】
◦落ち着いて自分の身を守る
◦家族を守る
◦災害について知る
◦備蓄をする

◦協力して救出・救護活動
◦防災訓練などの地域防災
　活動の推進

◦被害想定・被害軽減策の検討
◦災害関連情報の発信
◦指定避難所等の整備

わ た し の 避 難 行 動 計 画（マイ・タイムライン）

警戒レベル ４３ ５

避難指示 緊急安全確保

気
象
情
報
・
水
位
情
報
な
ど

洪水

大雨

土砂災害

指定河川洪水予報

大雨注意報

洪水注意報

大雨警報

洪水警報

土砂災害警戒情報 大雨特別警報

氾濫注意情報

氾濫注意水位

氾濫警戒情報 氾濫危険情報 氾濫発生情報

避難判断水位 氾濫危険水位

わたしの避難先

避難の方法

避難先までかかる時間

□食料・飲料水 □保険証 □現金
非常用持ち出し品・備蓄品の確認

□雨具・着替え□常備薬□携帯電話□火の元・戸締り・ブレーカー □避難先を家族や親せきへ連絡

□必要な物の買い出し
避 難 の 準 備

わ
た
し
の
行
動

１

（暴風）

河川水位情報

早期注意情報

※マイ・タイムラインは、あくまで行動の目安です。避難情報や気象情報をこまめに確認し、状況に合わせて臨機応変に行動してください。

必要な行動 ・気象情報、避難情報を確認する
・避難経路の確認、非常用持ち出し品の確認などの避難準備

高齢者などの避難に時間がか
かる方は危険な場所から避難 危険な場所から全員避難 命の危険

直ちに安全確保！

氾濫の発生

２

□避難先・避難経路の確認

強風注意報 暴風警報早期注意情報 暴風特別警報

市民に行動を促す情報
※警戒レベル３から
市が発令します

避
難
情
報

テレビ、ラジオ、インターネット、スマートフォンなどで
気象情報などを確認し、避難に備えましょう。 高齢者等避難

レベル４

全員避難！

あらかじめ作成した
『マイ・タイムライン』

で早めの避難を！

「自分の身は自分で守る」

共助
「地域での助け合い」

公助
「行政が進める防災対策」

自助

協力・連携協力・連携

例

『防災訓練』
などに参加しよう！

例

例
『防災アプリ』

などで情報収集！

大 切 な ３ つ の 連 携 を お さ ら い し よ う ！大 切 な ３ つ の 連 携 を お さ ら い し よ う ！
❶自助　❷共助　❸公助
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公助「行政が進める防災対策」

 ◀「国土交通省  気象庁」ホームページなどで、最新情報をご確認ください


